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〔話題〕 タンパク質合成速度測定法の問題点
千見寺 徹*
(昭和57年11月30日受付)
個々の臓器でのタンパク質合成速震を把握すること
ほ，タンパク費代謝の問題を論じるうえで欠く事のでき
ないことである。タンパク質合成速度の測定は誌とんど
全てアイソトープの使用によるものであり，現在広く用
いられている方法では，実験方法や結果の解釈に問題が
ある。すなわち (1)アイソトープトレーサーの注入
を数時間必要とする点。組織中のタンパク質は不均ー
であり，国一組織内においてもタンパク費によ担その 
turnover泣数分であるものから， 長いものは数百にお
よぶものまで、ある。したがってトレーサーの長時間注入
はこの turnoverの速いタンパク質を無視していること
になる。 (2)タンパク質合成のための precursorプー
ルを紹胞内遊離アミノ酸プールまたは血禁中の遊離プー
んと仮定している点。組織内では細胞の内外誌もちろ
ん，結胞内でも各オノレガネラごとに分画されてお予，放
射性アミノ按注入後での各分画における比活性が異なる
ことが知られている。事実，肝1L心筋2)ではタンパク質
合成のための直接の precursorプー ルで、ある aminoa-
cyl-tRNAの比活性は細胞内，タトの遊離プーノレのそれと
は異なることが以前より明らかにされていた。最近著者
らものラットでの大腿筋および皮}蓄における， aminoa-
cyl-tRNAの比活性は地のプールのそれとは異なること
を確認し，さらにこれらの臓器では，肝，心第と異なり 
aminoacyl-tRNAでの比活性信は必ずしも細胞内，タト
の遊離ブoー ノレの中関に位置することのないことを報告し
た。
したがってタンパク質合成の速度を正確に理解するた
めには， トレーサーの注入を短時間とし，それを取予込
んだタンパク質における比活性nlIJ定と同時に， aminoa-
cyl-tRNAの比活性をも測定する必要がある。しかしな
がらこのプールでの比活性測定には種々の問題がつきま
とっている。まず第1に臓器 19あたPの tRNA量は
肝でほぼO.5mg，骨格筋や皮膚ではその 1/5'""出程度であ
るため，大量のそしてかな担比活性の高いアイソトープ
が必要であるとともに，実験動物の数も務大となる。た
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とえば，骨格篤でのタンパク質合成の巨内変動を知るた
めに 4時間ごとに澱定するとすれば，ほぼ180匹のラッ
でラ3Hの50mCiの分離・精製，tRNA回の36ト， 
ベルされたアミノ酸が必要で、あると計算されるsh さら
に tRNAの分離・精製は複雑かっ長時間を要し，その
ためかこのプールで、の比活性測定は締胞内遊離プールの
それに比べ正確さに欠けることがある。もう一つの開題
はaminoacyl-tRNAのプールにおいても分画が存在し，
均一でない可能性があることである。もしそうだとする
と，分画された tRNAの比活性値を用いるよりは，細
胞内プールの均一化じた分画という意味で，組識ホモジ
ネートの酸可溶性分置の比活性値を用いてタンパク質合
成速度を計算した方が，よヲ正確な結果を得るかも知れ
ないが，この問題はさらに検討を必要とする。
以上のように aminoacyl-tRNAでの比活性nli定比
技術的，経済的な冨からみてもできれば避けたく，この
フ。ーノレで、の比活性植を間接的に推定する方法がより実際
的である。 Ganと Je宣ayの実験では，アイソトープト
レーサー注入後肝では約 1時開後よ!:)，大腿蕗では誌記 
10蒋間後より紹抱外プールの比活性に対する結抱舟遊離
プールのそれがほぼ70-80%に安定する。このような状
態では明らかに車禁，締抱内遊離プール， aminoacyl-
tRNAでの比活性はかな歩近似したものと推挺され，
後者の比活性のかわりに，前二者を代用しでも大きな誤
りはないと考えられる。このようにトレーサーの長時間
注入は precursorの開題を回避する手段である反面，
前述の turnoverの速いタンパク質の罷題が惹起される
ことになる。著者らによる3)3H -lysine数十分注入， 
aminoacyl-tRNAの比活性演定に基ずく実験での骨格
筋タンパク質合成速震は 6'""9 %/日であム この結果
誌今までの長時龍、注入法によるものとほぼ同一である。
このことは，骨格筋では全タンパク費に対する turnover
の速いタンパク質の貢献度が少ないことを意味し，長時
間注入語の妥当性を裏書きしたものであり，密難さ，高
値さなどを考慮に入れれば，骨格筋では aminoacyl-
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tRNAの比活性を測定する必要性は少ないものと患わ
れる。しかしながら，タンパク質の合成，分泌の著し
い， }j干，小腸などの visceralorganではトレーサーの
長時開注入では結果が過小評価となるため，正確なタン
パク費合成速度理解のためには，注入を短時需とし， 
aminoacyl-tRNAにおける比活性を澱定する必要のあ
ることは明らかである。
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気管支内粘液の許留〈閉塞)を抑制する。
気管支粘摸の]jE厚を抑制する。
気管支粘Z莫の非粘液細抱の正常な代謝
に必要な SH基の消失を国復させる。
気管支での蛋白合成の異曽元造を自主憂
させる。 
E硫酸ガス聾害姉組織に対する親和性
が良好である。
適応症、用法・用量及び使用上の注意等については、添付文書
をご覧下さい。
⑧空R7Z霊!割
